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亀
山
よ
り
見
た
大
野
市
の
一
部

開
庁
式
に
当
り
て

（
七
月
一
日
開
庁
式
に
お
け
る
式
辞
）

大
野
市
長
職
務
執
行
者
斎
藤
重
雄

本
日
茲
に
大
野
市
が
実
現
し
そ
の
開
庁

式
を
挙
行
す
る
に
当
り
知
事
さ
ん
初
め

多
数
来
賓
の
御
臨
場
を
辱
う
し
多
数
関

係
者
各
位
の
御
参
加
を
得
ま
し
て
盛
大

に
開
催
出
来
ま
す
事
は
私
の
最
も
欣
幸

と
す
る
処
で
あ
り
ま
す
。
顧
み
る
に
旧

二
町
六
ヶ
村
を
統
合
し
て
大
野
市
を
実

現
せ
ん
と
す
る
動
き
は
実
に
昭
和
二
十

七
年
に
拾
頭
し
た
の
で
あ
り
ま
す
。
即

ち
市
制
研
究
＜
K
を
組
織
し
て
幾
度
か
研

究
協
議
を
重
ね
た
の
で
あ
り
ま
す
が
、

町
村
制
布
か
れ
て
六
十
有
余
年
夫
々
の

町
村
が
独
自
の
歴
史
と
伝
統
と
を
持
ち

住
民
れ
識
が
強
固
で
地
縁
の
っ
な
が
り

が
彊
く
而
も
立
地
条
件
が
異
る
如
く
産

業
構
造
も
違
う
旧
町
村
の
合
併
は
ら
ず

し
も
順
調
に
進
ま
な
か
っ
た
の
で
あ
り

ま
す
。

然
し
乍
ら
時
一
氏
の
進
運
に
伴
い
町
村
に

お
け
る
行
政
事
務
乃
至
各
種
事
業
は
急

速
度
に
累
増
し
従
っ
て
こ
れ
に
要
す
る

経
費
も
亦
増
加
の
一
途
を
辿
っ
た
の
で

あ
り
ま
す
。
地
方
自
治
体
の
自
キ
的
財

政
の
確
立
は
適
正
な
地
方
自
治
体
の
規

模
に
ょ
っ
て
の
み
達
成
し
1
る
の
で
あ

り
ま
し
て
、
今
や
町
村
合
併
は
早
晩
解

決
さ
る
べ
き
時
代
の
課
題
と
な
っ
た
の

で
あ
り
ま
す
。

国
家
と
し
ま
し
て
も
そ
の
6
要
性
を
痛

感
し
昨
秋
町
村
合
併
促
進
法
を
制
定
し

速
か
に
而
も
彊
力
に
町
村
合
併
を
推
進

す
る
事
に
相
成
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
時
代
の
要
請
に
系
い
て
昨
春

よ
り
二
町
六
ヶ
村
の
合
併
問
題
を
本
格

的
に
取
上
げ
今
春
漸
く
市
制
促
進
協
議

会
の
設
置
を
見
て
凡
ゆ
る
角
度
か
ら
調

査
研
究
を
遂
げ
て
着
々
市
制
実
現
に
邁

進
し
て
来
た
の
で
あ
り
ま
す
。

そ
の
間
県
御
当
局
の
懇
切
な
御
指
導
の

下
に
関
係
者
各
位
の
熱
意
と
互
譲
寛
容

の
精
神
に
よ
り
幾
多
の
迂
余
曲
折
は
あ

り
ま
し
た
が
、
本
日
茲
に
目
出
度
く
大

野
市
の
誕
生
を
見
る
に
至
っ
た
の
で
あ

り
ま
す
。

御
列
席
の
関
係
各
位
と
共
に
室
に
慶
賀

に
堪
え
ぬ
処
で
あ
り
ま
し
て
衷
心
よ
り

大
野
市
の
万
歳
を
こ
と
ほ
ぐ
次
第
で
あ

り
ま
す
。

新
生
大
野
市
は
人
口
四
万
四
千
、
面
積

三
四
二
平
方
粁
で
丹
生
郡
の
総
㈲
積
に

匹
敵
す
る
広
大
m
囲
に
互
っ
て
居
り

ま
す
。
世
帯
数
八
六
〇
〇
、
全
戸
数
の

四
七
％
は
農
家
で
あ
り
ま
し
て
、
田
園

都
市
の
性
格
を
彊
ぐ
現
わ
し
て
い
る
の

で
あ
り
ま
す
。

愈
々
年
来
の
宿
願
で
あ
っ
た
大
野
市
の

発
足
を
見
ま
し
た
。
然
し
名
実
共
に
市

と
し
て
の
体
制
を
整
え
る
の
は
、
実
に

今
後
に
懸
る
問
題
で
あ
り
ま
し
て
そ
の

根
本
要
件
は
何
と
致
し
ま
し
て
も
市
民

一
人
く
の
自
覚
と
奮
一
一
一
一
に
侠
た
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
市
制
促
進
協
議
心
一

に
於
で
企
画
し
要
望
し
た
事
項
は
何
れ

新
市
長
の
公
選
を
侯
っ
て
市
政
が
本
格

的
に
運
宮
さ
れ
る
様
に
な
っ
て
夫
々
の

機
関
に
謀
っ
て
着
″
実
現
を
見
る
事
と

姚
一
い
ま
す
が
施
政
の
根
底
は
充
分
合
併

の
趣
旨
を
体
し
円
満
に
し
て
清
新
明
朗

積
極
進
取
の
方
策
を
取
り
一
大
大
野
市

の
発
展
を
期
す
べ
き
だ
と
存
じ
ま
す
。

私
は
本
日
の
こ
の
開
庁
式
に
当
り
「
私

共
の
描
い
た
大
野
市
」
の
実
現
に
邁
進

す
る
事
を
誓
う
と
共
に
、
今
日
に
至
る

ま
で
に
寄
せ
ら
れ
た
関
係
者
各
位
の
御

努
力
と
御
熱
意
に
対
し
満
腔
の
感
謝
と

馨す
。

一
言
蕪
辞
を
述
べ
て
式
辞
と
し
ま
す
。

御
挨
拶大

野
市
議
会
議
長
松
田
実
夫

第
一
回
市
議
会
の
議
長
選
挙
に
お
き
ま

し
て
不
図
も
、
私
が
議
長
に
指
名
さ
れ

ま
し
た
。
不
肖
を
も
か
へ
り
み
ず
其
の

重
責
を
お
引
受
け
致
し
た
の
で
あ
り
ま

す
。
素
よ
り
葬
才
浅
学
に
て
其
の
器
で

な
い
こ
と
は
万
々
承
知
致
し
て
居
り
ま

す
。
而
し
な
が
ら
先
般
諸
氏
の
特
に
地

方
自
治
に
御
経
験
深
き
名
数
議
員
各
位

が
御
い
で
に
な
り
ま
す
の
で
何
か
と
御

指
導
を
賜
は
り
ま
し
て
活
気
的
な
大
野

市
政
が
円
満
に
し
か
も
五
万
市
民
の
皆

様
方
に
喜
ん
で
い
た
ｙ
け
る
議
会
を
運

営
い
た
し
て
ゆ
き
た
い
所
存
で
御
座
い

ま
す
。
唯
私
の
胸
中
は
「
真
を
以
て
正

し
い
議
会
の
運
営
に
当
る
」
の
外
何
事

も
御
座
い
ま
せ
ん
。
ど
う
ぞ
皆
様
に
お

か
れ
ま
し
て
も
こ
の
不
馴
な
私
を
育
て

る
御
心
算
で
何
か
と
御
K
・
満
も
多
々
御

あ
り
の
事
と
存
じ
ま
す
が
絶
大
な
る
御

支
援
を
賜
り
と
う
切
に
お
願
い
致
し
ま

す
。
そ
し
て
何
事
に
よ
ら
ず
御
遠
慮
な

く
忠
告
下
さ
い
ま
し
て
一
日
も
早
く
健

実
な
大
野
市
に
な
り
ま
す
様
御
協
力
下

さ
る
事
を
御
願
い
致
し
ま
し
て
就
任
の

御
挨
拶
に
さ
せ
て
い
た
ｙ
き
ま
す
。

御
挨
拶

大
野
市
葵
罰
議
長
井
部
一
敏

市
制
促
進
協
議
会
委
員
各
位
の
御
努
力

と
皆
さ
ん
の
絶
大
な
る
御
理
解
と
御
援

助
に
よ
り
ま
し
て
、
七
月
一
日
を
g
て

待
望
の
田
園
都
市
と
し
て
新
大
野
市
の

誕
生
を
み
ま
し
た
こ
と
は
、
洵
に
御
同

慶
の
（
H
り
で
あ
り
ま
す
。
今
回
は
か
ら

ず
も
私
が
こ
の
栄
あ
る
大
野
市
議
会
の

初
代
副
議
長
に
選
ば
れ
ま
し
た
こ
と
は

私
の
最
も
光
栄
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。
固
よ
り
浅
学
非
才
そ
の
器
で
な

い
こ
と
は
万
々
承
知
い
た
し
て
居
り
ま

す
が
只
私
は
学
識
経
験
を
多
分
に
有
し

て
居
ら
れ
ま
す
先
輩
諸
彦
並
に
市
議
会

議
員
各
位
の
御
指
導
と
御
鞭
捷
に
よ
り

ま
し
て
こ
の
重
責
を
夕
う
さ
せ
て
戴
き

た
い
一
大
決
意
を
も
っ
て
就
任
い
た
し

た
者
で
常
に
6
は
市
民
各
位
と
共
に
あ

り
ま
す
。
従
い
ま
し
て
私
に
対
し
ま
し

て
の
御
忠
告
は
よ
く
考
慮
研
究
い
た
し

ま
し
て
今
後
大
野
市
発
展
の
た
め
眼
長

の
補
佐
役
と
し
て
公
平
無
私
以
て
公
僕

と
し
て
の
御
奉
公
の
念
を
寸
時
も
m

き
」
と
な
く
粉
骨
砕
身
献
身
的
努
力
を

い
た
す
覚
悟
で
あ
り
ま
す
。

何
卒
宣
敷
御
願
い
致
し
ま
す
。

終
り
に
皆
様
の
御
健
康
を
お
祈
り
い
た

し
ま
し
て
就
任
の
御
挨
拶
と
い
た
し
ま

す
。



初大野市議会
去
る
七
月
八
日
よ
り
三
日

間
に
亘
り
、
初
大
野
市
議

会
が
招
集
さ
れ
、
次
の
議

案
等
が
央
議
さ
れ
た
。

一
、
議
会
止
副
議
≪
l
i

一
、
議
会
会
議
規
m
＆

一
、
大
野
I
B
議
会
常
任
委

　

員
会
お
よ
び
特
別
委
挺

　

会
条
例
の
制
定

一
、
大
野
市
m
m
例
会

　

招
集
条
例
制
定

一
、
大
野
市
お
与
設
置
条
例
制
ｔ

一
、
監
査
委
員
の
設
置
お
よ
び
事
務
執

　

行
に
関
す
る
条
例
i
i
K

一
、
大
野
市
区
域
内
の
字
区
域
の
設
置

一
、
大
野
市
特
別
職
の
職
醐
の
給
与
に

　

関
す
る
条
例
制
定

一
、
大
野
市
特
別
職
の
職
員
の
費
用
弁

　

償
支
給
条
例
制
ｔ

一
、
大
野
市
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条

　

例
制
定

一
、
大
野
市
職
員
の
旅
費
支
給
に
関
す

　

る
条
例
制
定

一
、
大
野
市
職
員
の
休
日
お
よ
び
休
暇

　

に
関
す
る
条
例

一
、
大
野
市
選
挙
管
理
委
員
会
一
委
員
お

　

よ
び
補
充
員
の
選
奉

一
、
大
野
市
政
商
委
員
会
委
員
（
議
会

　

選
出
委
員
）
の
選
挙

一
、
大
野
市
監
査
委
員
選
任

一
、
大
野
市
歳
計
現
金
預
入
先
に
つ
い

　

て
一
、
一
時
借
入
に
つ
い
て

一
、
地
区
農
業
委
員
会
委
員
の
推
薦

一
、
専
決
条
例
の
報
告

一
、
暫
m
算
の
報
告

常
任
委
員
名
列

市
議
会
に
お
い
て
次
の
と
お
り
議
会
正

副
議
長
及
ぴ
常
任
委
員
会
委
員
等
決
定

し
た
。

　

議
長
松
田
実
夫

　

副
議
長
井
部
一
敏

○
総
務
委
員
会
委
員
（
十
八
名
）

委
員
長
野
尻
源

副
委
員
長
斎
藤
幸
一
郎

　
　
　

川
崎
港

　
　
　

高
田
新
左
衛
門

　
　
　

川
端
栄

　
　
　

安
川
清

　
　
　

松
山
勘
右
衛
門

　
　
　

小
豆
偶
作

　
　
　

村
上
仁
作

　
　
　

新
谷
樵

　
　
　

北
山
作
右
衛
門

　
　
　

西
川
文
右
衛
門

　
　
　

豊
田
豊
太
郎

　
　
　

加
藤
稔

　
　
　

酒
井
与
八
郎

　
　
　

向
川
偶
三
右
衛
門

　
　
　

桑
原
饒

　
　
　

松
田
甚
五
郎

◎
民
i
f
；
委
員
＜
l
委
員
（
十
四
名
）

　

委
員
長
佐
藤
清

　

副
委
員
長
林
達
也

　
　
　
　

木
勢
賢
次
郎

　
　
　
　

金
森
定

　
　
　
　

木
下
善
右
衛
門

　
　
　
　

松
田
俊
雄

　
　
　
　

寺
島
喜
兵
衛

　
　
　
　

竹
林
武

桑
野
幸
蔵

出
村
広
吉

ほ
山
静

酒
井
馨

森
五
郎
吉

十
時
藤
吉

○
農
務
委
員
会
委
員
（
十
七
名
）

　

委
員
長
安
川
高
三

　

副
委
員
長
斎
藤
幸

　
　
　
　

宮
沢
庄
三
郎

　
　
　
　

杉
川
三
助

田
中
政
栄

奥
村
忠
夫

高
井
正
一

大
倉
斎
治
郎

堂
下
甚
松

中
村
徳
明

近
藤
又
右
衛
門

高
松
武
雄

佐
々
木
彦
一

林
金
と
助

松
田
太
松

中
川
仁
吉

橋
本
祝
男

○
林
務
委
細
会
委
員
（
十
四
名
）

　

委
員
長
三
橋
光
蔵

　

副
委
員
長
前
田
平
雄

　
　
　

三
島
政
雄

　
　
　

広
瀬
米
蔵

　
　
　

畑
中
太
頼

　
　
　

南
部
務
馬

　
　
　

鈴
木
庄
吉

　
　
　

小
倉
長
作

山
崎
喜
代
松

石
塚
六
兵
衛

松
村
一
夫

笹
島
一

鈴
木
庄
左
衛
門

坂
下
久
兵
衛

○
商
工
委
総
会
委
員
（
十
三
名
）

　

委
員
長
筒
井
金
作

　

副
委
部
長
小
林
伊
太
郎

　
　
　
　

森
永
伊
左
衛
門

　
　
　
　

中
村
甚
戴

喜
多
山
友
三

前
一
三

林
進
大
畠
重
導

中
尾
繁
雄

乾
常
令

杉
下
寛

常
見
正
路

風
林
隆
樹

○
文
教
委
細
心
一
委
員
（
十
四
名
）

　

委
員
長
猪
野
毛
一
雄

　

副
委
員
長
小
林
利
右
衛
門

　
　
　
　

梅
原
賢
祐

　
　
　
　

小
林
伊
佐
吉

　
　
　
　

田
中
泰
造

　
　
　
　

玉
村
正
佃

　
　
　
　

堂
林
庄
松

　
　
　
　

萱
岡
初
治

　
　
　
　

加
藤
哲
次
郎

　
　
　
　

山
田
叉
左
衛
門

　
　
　
　

明
石
清

　
　
　
　

南
正
雄

　
　
　
　

藤
堂
進

　
　
　
　

森
永
貫
一

○
建
設
委
員
会
委
脱
（
十
七
名
）

　

委
員
長
稲
津
1
右
衛
門

　

副
委
総
長
林
源
助

　
　
　
　

乾
保

　
　
　
　

下
島
美
農
利

　
　
　
　

大
谷
忠
次

　
　
　
　

飯
田
久
次
郎

　
　
　
　

広
瀬
土
松

　
　
　
　

阿
部
成
策

　
　
　
　

山
村
勇
一

　
　
　
　

山
本
武

　
　
　
　

兼
井
敏
雄

　
　
　
　

松
井
輝
治

　
　
　
　

北
川
万
吉

　
　
　
　

幅
岸
吉
武

城
地
十
一

四
方
憲
二

杉
川
三
松

○
警
傾
委
細
会
委
員
（
十
三
名
）

　

委
員
長
指
岡
令
一
也

　

副
委
細
長
土
屋
栄

　
　
　

砂
子
貞
吉

　
　
　

水
元
真
澄

　
　
　

吉
川
忠

　
　
　

高
場
久
吉

　
　
　

高
山
市
松

　
　
　

本
田
孫
一

　
　
　

山
川
金
蔵

　
　
　

善
屡
次
郎

　
　
　

石
田
政
治

　
　
　

常
見
茂

　
　
　

多
田
忠
直

○
議
会
運
営
委
員
（
十
六
名
）

　

委
員
長
高
田
新
左
衛
門

　

副
委
議
長
川
崎
港

　
　
　
　

田
中
泰
造

　
　
　
　

小
林
利
右
衛
門

　
　
　
　

玉
村
正
佩

　
　
　
　

広
瀬
土
松

　
　
　
　

常
見
茂

　
　
　
　

竹
林
武

　
　
　
　

桑
野
幸
蔵

　
　
　
　

松
田
甚
五
郎

　
　
　
　

中
村
甚
蔵

　
　
　
　

西
川
文
右
衛
門

　
　
　
　

豊
田
豊
太
郎

　
　
　
　

安
川
清

　
　
　
　

城
地
十
一

　
　
　
　

稲
津
忠
右
衛
門

大
野
市
監
査
委
員

市
議
会
議
員
中
よ
り
西
川
文
右
衛
門

学
識
経
験
者
よ
り
宮
田
開
造

大野市初議会

8月10日は大野市長

選挙の投票日です

　

初
代
の
市
長
を
選
ぶ
こ
の

選
挙
に
は
の
こ
ら
ず
投
票
し

て
下
さ
い
。

　

選
挙
人
の
所
属
の
投
票
場

所
は
投
票
所
入
場
券
に
記
入

し
て
あ
り
ま
す
。

　

投
票
所
入
場
参
は
投
票
の

日
の
三
日
前
ま
で
に
御
手
元

え
配
布
す
る
こ
と
に
な
っ
て

居
り
ま
す
が
、
未
着
の
向
は

支
所
又
は
、
市
役
所
内
選
挙

管
理
委
員
会
え
お
問
合
せ
下

さ
い
。

投票時間自午前7時～至午後6時



市
役
所
各
課
長

各
支
所
長
及
び
係
長

7月1日

登令

◎
総
務
課
良
清
水
精
一
郎

人
事
文
膿

選
挙
消
防

係
長
水
上
太
二

　

広
報
統
計
係
長
羽
生
敏
夫

　

会
計
係
長
山
村
清
太
郎

○
税
務
課
長
松
原
勇

　

市
民
税
係
長
松
田
市
治

　

固
定
資
産
税
係
長
敗
安
享

　

徴
収
係
長
石
橋
甚
太
郎

○
戸
籍
課
長
坂
本
守

　

係
長
伊
藤
吉
之
助

○
農
務
課
長
松
田
正
治

　

農
委
農
事
係
長
松
田
孝
信

　

耕
地
係
長
松
田
樵

　

配
給
係
長
桜
井
荘
太
郎

○
林
務
課
長
安
川
金
側

　

係
長
堂
本
悟

○
商
工
課
長
斎
籐
重
雄

　

係
長
笹
島
慎
一

○
民
生
課
長
荒
矢
定
治

　

碑
祉
事
匹
係
長
松
陰
旭

　

保
助
衛
生
係
長
安
田
保

○
建
設
課
長
山
田
庄
右
衛
門

　

土
木
建
築
係
長
竹
内
正
栄

　

都
市
計
画
係
長
鳥
山
佐
次
馬

○
収
入
役
職
務
代
理
者
松
田
利
吉

　

経
理
係
長
田
中
栄

○
下
庄
支
所
長
石
田
治
郎
兵
衛

○
乾
側
支
所
長
飯
田
房
吉

○
小
山
支
所
長
畑
中
吉
平

○
上
庄
支
所
長
加
藤
正
信

○
富
田
支
所
長
松
田
庄
一

○
阪
谷
支
所
長
籐
堂
作
衛

○
五
箇
支
所
長
森
島
開
造

大野市の行政機構部、課

大野市全図

産業別の割合（戸数）

1 農架 4・！．．74？ぶ

2
林架
狩猟

07i

3 漁呆 （九C6

4 拡架 0，27

5 裳巡業 12－77

6 建設 7．12

7 卸小売 11，78

8 金融 L38

9 運輪 4．25

10 サービス 9．34

11 公恥 3．77

12 無架 375

大野市の人口

戸数 人日

大野 3，534 16，748

小山 334 1，991

乾側 280 ］，650

下庄 1，248 6，658

富田 831 4，746

阪谷 648 3，562

五箇 256 1，343

上庄 1，169 6、885

計 8，300 43，610

大
野
市
消
防
團

団
長
筒
井
金
作

副
団
長
土
屋
栄

第
一
支
団
長
（
大
野
）
山
本
武

第
二
″
（
下
田
）
玉
村
正
禰

第
三
支
団
長
（
乾
側
）
酒
井
西
左
衛
門

第
四
″
（
小
出
）
永
田
正
元

第
五
″
（
上
圧
）
村
上
佃
一

里
ハ
″
（
富
田
）
神
田
一
栄

第
七
″
（
阪
谷
）
山
川
晋

第
八
″
（
五
簡
）
林
達
也

ゆ
う
び
ん
物
に

　

正
し
い
あ
て
名
を

一
、
あ
て
名
は
府
県
名
か
ら
正
し
く
書

　

き
ま
し
よ
う
。

二
、
あ
な
た
の
郵
吻
物
を
一
日
も
早
く

　

相
手
方
に
お
届
け
す
る
た
め
、
配
達

　

局
名
を
書
き
ま
し
よ
う
。

三
、
ま
ず
、
差
出
人
の
住
所
に
配
巡
局

　

名
を
書
い
て
受
取
人
に
知
ら
し
て
あ

　

げ
ま
し
よ
う
。

四
、
受
取
人
の
住
所
の
配
巡
局
名
に
つ

　

い
て
不
明
の
と
き
t
≪
最
寄
の
郵
他
局

　

で
お
尋
ね
下
さ
い
。

五
、
大
野
市
住
所
の
配
達
局
名
は
次
の

　

通
り
で
す
。

大
野
局
区
内
旧
大
野
町
、
下
庄
、
富

　
　
　
　
　
　

田
、
小
山
、
乾
側

上
庄
局
区
内
旧
上
庄

阪
谷
局
区
内
旧
阪
谷
、
五
箇

市役所事務室
案内

市
役
所
（
元
大
野
町
役
場
）

　

階
下
経
理
室
、
税
務
課
、
農
務
課
、
戸
籍
弓

　
　
　
　

商
工
課

　

階
上
総
務
課
、
議
会
事
務
局

分
室
（
元
大
野
町
警
察
署
）

　

階
下
民
生
課

　

階
上
建
設
課
、
林
務
課

執
務
時
間
（
各
支
所
共
）

　

午
前
八
時
三
十
分
よ
り
午
後
五
時
ま
で

　
　

但
し
土
曜
日
は
正
午
ま
で



大
野
市
長
選
挙
の
こ
よ
み

七
月
二
十
六
日

　

選
挙
期
日
告
示

　

選
挙
長
お
よ
び
同
代
理
者
告
示

　

投
票
区
告
示

　

投
票
管
理
者
お
よ
び
同
代
理
者
選
任

　

告
示

　

選
挙
運
動
費
用
制
限
額
の
告
示

　

竹
一
候
補
扁
受
付
開
始

　

選
挙
事
務
町
設
置
岡
受
付
開
始

　

出
納
責
任
者
の
選
任
届
川
受
付
開
始

　

投
票
立
会
人
の
選
任

　

選
挙
竹
一
会
人
届
出
受
付
開
始

　

候
補
者
氏
名
掲
示
の
く
じ
の
日
時
、

　

場
所
、
告
示

　

投
票
記
載
場
に
お
け
る
候
補
者
氏
名

　

掲
示
の
く
じ
の
日
時
、
場
所
の
告
示

　

不
在
者
投
票
受
付
開
始

七
月
三
十
一
日

　

立
候
補
届
出
締
切
日

八
月
二
日

　

候
補
者
氏
名
掲
示
順
位
決
定
の
く
じ

八
月
四
日

　

候
補
者
氏
名
の
掲
示
開
始

八
月
五
日

　

投
票
所
の
告
示

　

選
挙
会
（
開
票
を
含
む
）
場
所
、
日

　

時
の
告
示

　

選
挙
立
心
一
人
の
く
じ
を
行
う
場
所
、

　

日
時
の
告
示

八
月
七
日

　

選
挙
立
心
一
人
届
出
最
終
日

　

補
充
立
候
補
届
出
締
切
日

　

投
票
所
入
場
券
の
交
付

八
月
八
日

　

投
票
記
政
所
に
お
け
る
候
補
者
氏
名

　

掲
示
順
位
決
定
の
く
じ

　

選
挙
立
会
人
の
く
じ

八
月
九
日

　

不
在
者
投
票
最
終
日

八
月
十
日

　

投
票
日

八
月
十
一
日

　

選
挙
会
（
開
票
を
含
む
）

　

当
逡
人
の
決
定

八
月
二
十
四
日

選
挙
運
動
に
関
す
る
収
支
報
告
書
提

出
最
終
日

大
野
市

選
挙
管
理
委
員
会

委
員
長
石
田
伊
太
郎

委
員
長
代
理
高
井
八
兵
衛

　
　
　

兼
井
彦
だ
衛
門

市
長
選
挙
の
投
票
ヌ
一
並
に
投
票
所

第
二
十
七
同

第
一
第
二
十
五
同

第
二
十
四
同

第
一 第
二
十
二
″

第
一 乖
i
第
一

第
十
八
″

第
十
七
″

第
十
六
同

第
十
五
″

竿
十
四
同

第
十
三
同

胴
十
二
同

第
十
一
同

第
十
同

梁
九
同

第
八
同

第
七
同

第
六
同

第
五
同

第
四
同

梁
三
同

県
二
同

第
一
投
票
区

投
票
区
名

十
六
同

十
三
同

十
一
同

十
同

・
九
同

深
目
小
学
校

蕨
生
小
学
校

富
田
小
学
校

阪
谷
小
学
校
第
二
分
校

阪
谷
小
学
校
第
一
分
校

阪
谷
小
学
校

打
波
小
学
校
小
池
分
校

打
波
小
中
学
校

下
打
波
小
中
学
校

大
野
市
役
所
五
箇
支
所

上
田
小
学
校
吉
分
校

上
田
小
学
校
五
条
方
分
校

上
田
小
学
校
木
本
分
校

宝
尼
寺
小
学
校

若
生
子
小
学
校

上
田
小
学
校

下
庄
小
学
校
中
保
分
校

下
出
小
学
校
庄
林
分
校

下
田
小
学
校

大
野
市
役
所
乾
回
支
所

小
山
小
学
校

高
座
神
社

円
芭
寺

有
終
南
小
学
校

浄
勝
寺

有
終
而
】
小
学
校
’

大
男
高
等
学
校

附
票
所
名

森
日
、
新
河
原
、
士
布
子

一
蕨
生
、
下
昨
野

七
板
、
土
打
、
上
野
、
富
島
、
新
田
、
下
麻
生
鴫
、
上
麻
生
鴫
、

田
塙
、
田
野
、
井
ノ
ロ

剛
六
呂
師

森
本
、
松
丸
、
萩
ケ
野
、
花
房
、
不
動
堂
、
石
谷

版
石
、
柿
ヶ
島
、
八
町
、
大
月
、
御
領
、
橋
爪
、
裂
道
、
落
合
、

堂
島
、
金
山
、
小
黒
見

上
打
波
の
内
小
池

上
打
波
の
内
（
小
池
を
除
く
）

L
L
打
波
（
湯
上
を
徐
く
）

西
勝
原
、
東
勝
原
、
仏
原
、
下
打
波
の
湯
上

森
政
領
家
、
下
知
、
北
御
門
、
吉
、
束
中

今
井
、
佐
開
、
五
条
方

木
本
宝
寵
寺

上
若
生
子
、
下
若
生
子

森
山
、
西
山
、
平
Ｒ
個
家
、
平
沢
地
頭
、
野
中
、
和
郎
、
東
山
、

御
給
、
友
兼
、
開
発
、
森
政
地
頭
、
下
郷
、
猪
島
、
中
据

鴬
本
、
友
江
、
中
原
、
中
挟
、
菖
蒲
池

圧
林
、
太
田
、
小
矢

中
野
、
囲
市
、
中
荒
井
、
新
任
家
、
機
材
、
中
津
川

旧
乾
川
村
全
区
域

旧
小
山
村
全
区
域

春
日
一
、
春
日
二
、
政
市
一
上
、
中
、
春
日
野

神
明
、
春
日
三
、
春
日
四
、
春
日
五

五
番
上
、
寺
上
、
横
、
、
旭
、
昭
和
、
障
座
下

二
番
下
、
三
番
下
、
四
番
下
、
五
番
下
、
寺
下
、
大
和
、
末
広

東
一
番
、
西
一
番
、
二
番
上
、
三
番
上
、
四
番
上
、
七
閥

清
水
、
亀
山
、
水
落
、
清
滝

投
票
区
の
巨
堪
・

戸
、
大
矢
戸
、
西
大
月
、
東
大
月

1
林
水
産
業
統
計

　
　

夏
期
基
本
調
査
費
施

八
月
一
日
現
在
で
県
下
一
斉
に

農
業
を
営
ん
で
い
ろ
経
営
耕
地

面
積
が
五
畝
歩
以
上
の
も
の
、

経
営
耕
地
面
積
九
五
畝
歩
以
下

で
も
養
畜
（
養
寓
お
よ
び
養
蜂

か
含
む
‥
）
ま
た
は
養
蚕
を
行
っ

て
過
去
一
ヶ
年
間
の
農
業
生
産

物
の
販
売
価
額
が
一
万
円
以
上

の
も
の
の
経
営
状
態
几
鮒
へ
ろ

事
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
バ
査

員
の
方
に
勿
論
一
般
の
御
協
力

方
御
願
い
1
ま
す
。

投下されたメツセージ

朝
日
、
読
売
、
中
日
及
び
日
本
専
門

店
会
連
盟
か
ら
祀
賀
機
飛
来
す

大
野
市
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
投
下

新
生
大
野
市
の
誕
生
を
祝
福
し
て
朝
日

読
売
、
中
日
の
三
社
及
び
日
本
専
門
鷹
］

＜
i
1
連
盟
の
祝
一
頁
飛
行
が
行
わ
れ
た
。

「
祝
大
野
市
制
実
施
」
の
ビ
ラ
と
共
に

市
長
宛
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
投
下
、
小
学

校
庭
で
は
児
章
が
「
大
の
市
」
の
人
文

字
に
て
歓
迎
し
多
数
市
民
の
歓
呼
に
応

へ
て
宿
願
の
市
制
実
施
を
祝
福
し
た
。

就
辞

烈
日
燦
と
輝
き
万
象
発
測
と
し
て
是
を

容
く
彊
栄
の
唾
日
を
ト
し
て
予
て
よ
り

待
望
の
新
大
野
市
発
足
を
見
ま
し
た
事

を
誠
に
大
賀
至
極
に
存
じ
上
げ
ま
す
。

瑞
雲
靉
謎
し
歓
喜
の
大
気
発
祥
の
錦

地
上
ぶ
に
一
に
遥
か
天
翔
け
来
り
謹
ん
で
御

祝
辞
申
上
げ
将
来
の
殷
賑
降
盛
と
共
に

真
の
平
和
と
楽
天
の
理
州
郷
実
現
を
御

祈
り
致
し
ま
す
。

　

昭
和
二
十
九
年
七
月
一
日

日
本
専
門
膚
会
連
盟
本
郷
半
次
郎

大
野
市
長
殿大

野
市
の
皆
懐

大
野
市
の
皆
様
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
か
が
や
く
新
生
大
野
市
の
発
足
に

あ
た
り
、
読
売
新
聞
セ
ス
ナ
ー
ー
〇
一

号
機
上
か
ら
こ
こ
ろ
か
ら
の
お
祝
い
を

申
し
あ
げ
ま
す
。
大
野
市
の
誕
生
は
昭

和
二
十
七
年
四
月
以
来
二
年
間
に
わ
た

り
関
係
二
町
六
上
グ
村
の
真
剣
な
る
研
究

と
地
方
自
治
確
立
を
目
ざ
す
、
あ
ふ
れ

る
ば
か
り
の
郷
土
愛
の
成
果
だ
と
存
じ

深
く
敬
粒
を
表
し
ま
す
。
こ
ん
後
産
業

の
振
興
、
文
化
の
向
上
な
ど
と
相
侯
っ

て
、
は
じ
め
て
大
野
市
は
明
る
く
豊
か

に
住
み
よ
く
な
る
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

こ
の
将
来
の
大
発
展
を
約
束
す
る
能
き

日
に
当
っ
て
四
万
三
千
市
民
の
皆
様
に

こ
こ
ろ
か
ら
お
祝
い
の
言
葉
を
贈
る
と

と
も
に
御
健
康
を
お
祈
り
申
上
げ
ま
す

　

昭
和
二
十
九
年
七
月
一
日

大
阪
読
売
新
聞
社
代
表

　
　
　
　
　
　

取
締
役
務
台
光
雄

大
野
市
の
皆
様
へ

　

七
月
十
六
日
メ
ッ
セ
ー
ジ

大
野
市
長
職
務
執
行
者

　

斎
藤
重
雄
殿

今
回
待
望
の
新
市
制
施
行
が
実
現
し
衷

心
よ
り
お
慶
び
申
上
げ
ま
す
。

貴
市
今
後
の
御
発
展
と
市
民
各
位
の
御

幸
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

　

申
部
日
本
新
聞
社
長
与
良
ヱ

綬：金のお知らせ

同
宗
苔
産
税
第
三
期
分
の

納
期
は
、
九
月
二
十
日
限

り
で
あ
り
ま
す
。
納
期
日

ま
で
に
完
納
下
さ
る
様
お

願
い
し
ま
す
。

伺
八
月
は
滞
納
m
期
間

と
定
め
・
ま
す
。



地
区
農
業
委
員
会

設
置
さ
る

大
野
市
地
区
農
業
委
鋤
会
は
次
の
通
り
設
置
さ
れ
、
匈
会
長
等
に
つ
い
て
も
夫
々

w
い
た
し
た
の
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

記

一
、
地
区
農
業
姿
挺
会
の
名
称
及
び
区
域
に
つ
い
て

第
三
地
区
農
業
姿
随
会

第
二
地
区
農
業
委
．
員
会

第
一
地
区
農
業
盗
幽
会

名
称

旧
五
囚
、
阪
谷
、
富
田
の
区
収

旧
ト
庄
、
小
出
の
区
故

旧
大
野
、
下
田
、
乾
闘
の
区
載

区
城

二
、
地
区
農
業
委
員
会
長
等
に
つ
い
て

代
表
者
心
一

議
の
委
固

会
長
代
理

会
長

西
川
交
右
衛
門

ほ
川
長
之
助

寺
島
藤
一
郎

第
一

真
蛸
重
鄙

杉
川
三
助

本
多
茂
第
二

森
島
開
造

藤
堂
作
衛

松
田
画
一

第
三

養
鶏
だ
よ
り

（
夏
に
産
ま
せ
る
法
）

農
務
課

春
の
盛
り
に
は
、
ど
ん
な
に
寡
瀕
鶏
で

も
一
応
は
或
る
程
度
の
産
卵
を
す
る
。

と
こ
ろ
が
、
梅
雨
明
け
ご
ろ
か
ら
次
第

に
減
少
し
て
、
盛
夏
ご
ろ
と
も
な
れ
ば

著
し
い
減
少
を
来
し
、
秋
の
声
を
き
く

時
分
に
は
、
換
羽
の
た
め
に
全
く
産
卵

を
休
止
す
る
こ
と
が
通
例
と
な
っ
て
い

る
。
と
こ
ろ
が
、
一
年
に
三
百
卵
以
上

・
も
産
む
よ
う
な
多
産
鶏
は
、
盛
夏
と
な

っ
て
、
寡
産
鶏
の
産
卵
が
低
減
す
る
時

期
に
も
、
一
向
に
衰
え
ず
、
秋
に
な
っ

て
も
産
卵
を
つ
づ
け
、
初
冬
の
こ
ろ
ま

で
継
哨
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
夏
か

ら
冬
ま
で
の
産
卵
を
持
続
さ
せ
る
こ
と

が
、
羨
鶏
経
営
よ
最
も
重
要
套
」
と
に

な
る
わ
け
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
は
次
の

事
柄
が
裏
付
け
と
な
る
わ
け
で
あ
る
。

一
、
鶏
の
素
質
が
改
艮
さ
れ
て
い
る
も

　

の
で
あ
る
事
。

二
、
管
理
が
正
し
く
行
わ
れ
て
い
る
こ

　

と
o

の
二
つ
で
あ
る
。

鶏
の
素
質
系
統
は
、
生
れ
つ
き
に
よ
る

関
係
で
中
途
で
こ
れ
を
変
え
る
訳
に
は

い
か
ぬ
が
、
管
理
や
環
境
に
つ
い
て
は

よ
く
こ
れ
を
改
善
す
る
事
が
で
き
る
。

夏
か
ら
秋
に
か
け
て
産
卵
が
落
ち
る
そ

の
原
因
は
夏
の
管
理
技
術
に
欠
陥
が
あ

る
故
に
、
産
卵
が
低
下
ま
た
は
休
止
す

る
の
で
あ
る
と
い
い
た
い
。
そ
れ
で
は

夏
の
管
理
の
大
き
な
欠
陥
と
し
て
は
何

を
挙
げ
る
べ
き
か
と
い
う
と
、
第
一
に

鶏
舎
内
が
「
昇
苦
し
い
」
と
い
う
事
で

あ
る
。
鶏
舎
内
が
暑
い
と
い
う
事
は
、

一
、
鶏
舎
の
構
造
が
適
当
で
な
い
。

二
、
鶏
舎
の
申
に
鶏
を
多
く
収
容
し
過

　

ぎ
る
。

と
い
う
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。
鶏
舎
を
作

る
に
は
、
通
風
A
採
光
の
点
を
考
慮
に

入
れ
て
建
築
す
る
の
が
常
識
で
あ
る
が

耐
風
、
耐
雪
、
保
温
等
の
面
に
と
ら
わ

れ
す
ぎ
て
鶏
が
最
も
喜
ぶ
よ
う
な
条
件

か
ら
と
か
く
離
れ
勝
ち
に
な
り
易
い
。

叉
、
と
ま
り
木
の
位
置
産
卵
箱
の
構
造

や
位
置
、
床
㈲
の
通
風
等
が
、
案
外
不

合
理
の
侭
で
あ
る
も
の
が
多
い
。
排
気

、
入
気
な
ど
の
窓
の
高
さ
と
か
広
さ
と

か
も
極
め
て
重
要
で
あ
る
が
、
丁
度
、

人
が
鶏
舎
の
申
に
立
つ
て
涼
し
く
感
じ

る
鶏
舎
で
も
、
鶏
が
歩
く
高
さ
の
m

で
は
s
苦
し
い
場
合
も
多
い
。
鶏
舎
は

床
面
よ
り
鶏
の
高
さ
、
即
ち
二
尺
ま
で

の
範
囲
が
最
も
通
風
が
よ
く
涼
し
い
事

が
大
切
な
条
件
で
あ
る
。
こ
う
い
う
ふ

う
に
考
元
る
と
排
気
窓
は
高
く
、
入
気

窓
は
低
い
の
が
よ
い
。
ま
た
夜
間
と
ま

り
木
の
関
係
を
よ
く
考
慮
し
て
、
中
間

の
入
気
窓
の
設
㈲
も
必
1
－
＼
1
＾
つ
て
く

る
わ
け
で
あ
る
。

夏
の
夜
、
鶏
が
暑
熱
の
苦
し
み
か
ら
解

放
さ
れ
て
安
眠
で
き
る
ト
マ
リ
木
の
工

夫
と
日
中
、
三
十
分
も
狭
苦
し
い
産
卵

箱
に
い
る
鶏
の
た
め
に
通
風
を
考
え
た

産
卵
箱
の
構
造
と
位
置
の
工
夫
は
、
是

非
と
も
し
て
や
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
た

と
え
ど
の
よ
う
な
優
秀
な
系
統
能
力
鶏

で
あ
っ
て
も
、
管
理
が
悪
け
れ
ば
駄
鶏

と
変
り
が
た
い
。

鶏
ば
寒
さ
に
は
強
い
が
、
暑
さ
に
ぼ
弱

い
。
冬
の
保
温
よ
り
も
夏
の
暑
さ
の
方

が
、
産
卵
に
大
き
く
影
響
す
る
も
の
で

あ
る
。
し
か
も
、
鶏
ば
年
串
、
冬
服
を

着
て
い
る
の
だ
か
ら
こ
れ
に
対
す
る
心

い
や
り
が
必
要
で
あ
る
。

鶏
舎
ば
か
り
で
な
く
、
一
室
に
収
容
す

る
羽
数
も
、
極
度
に
減
ら
し
、
彼
ら
同

志
の
発
散
す
る
体
温
（
四
〇
度
）
か
ら

く
る
暑
さ
を
も
少
く
し
て
や
る
事
が
大

切
で
あ
る
。
坪
当
り
七
、
八
羽
ま
で
と

す
る
こ
と
で
あ
る
。

水
稽
冷
害
対
策

本
年
の
不
良
天
候
は
田
植
以
来
異
常
の

も
の
で
、
一
向
に
恢
復
の
見
込
み
も
な

く
こ
の
ま
X
推
移
す
れ
ぱ
冷
害
に
な
り

稲
m
の
激
発
は
6
至
と
t
慮
さ
れ
米

穀
の
大
減
収
が
予
m
さ
れ
る
に
寸
ち
至

り
ま
し
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
既
に
農

家
の
皆
さ
ん
に
お
か
れ
て
は
適
切
忿
措

置
を
講
じ
て
居
ら
れ
る
こ
と
と
礁
い
ま

す
が
一
段
と
こ
の
対
策
を
効
果
的
に
す

る
た
め
、
県
に
於
て
次
の
様
な
緊
急
指

導
事
項
を
示
し
て
参
り
ま
し
た
の
で
之

に
荼
い
て
今
後
の
肥
冶
管
理
に
間
違
の

な
い
よ
う
に
し
て
頂
く
よ
う
お
願
い
致

し
ま
す
。

八
月
の
天
候
予
報

　

概
況

（
一
）
七
月
末
か
ら
八
月
初
め
に
変
動

が
あ
り
、
紐
い
て
上
旬
末
か
ら
中
旬
末

　

（
甫
日
本
で
は
下
旬
初
め
）
に
か
け
て

異
常
天
候
が
、
出
現
す
る
公
算
が
大
き

い
。
即
ち
梅
雨
型
の
気
圧
配
置
と
な
り

中
部
日
本
特
に
北
海
道
で
は
暫
冷
夏
と

な
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
促
下
旬
は
中

緯
度
の
高
圧
帯
が
弼
く
、
残
暑
型
の
気

圧
配
置
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
台
風
は
不

確
実
で
す
が
南
方
海
上
に
現
わ
れ
や
す

く
一
上
一
個
本
土
に
接
近
し
下
旬
は
こ

の
傾
向
が
大
き
い
で
し
ょ
う
。

　

（
二
）
天
候
上
旬
初
め
は
曇
雨
天
が

多
い
。
そ
の
後
一
応
回
復
し
ま
す
が
長

続
き
せ
ず
、
上
旬
末
に
は
北
日
本
よ
り

■
／
順
と
な
り
、
天
気
が
ぐ
ず
つ
く
0
配

が
あ
り
ま
す
。
下
旬
は
回
復
に
向
い
ま

す
が
一
時
台
風
に
よ
る
風
雨
が
起
る
か

も
知
れ
ま
せ
ん
。

　

（
三
）
平
均
気
温
本
邦
南
部
で
は
上

旬
初
め
は
低
温
が
残
り
、
そ
の
後
高
温

に
転
ず
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
が
、
中

句
後
半
か
ら
下
旬
初
め
に
か
け
て
低
温

の
谷
に
な
り
そ
う
で
す
。
そ
の
後
月
末

迄
の
残
暑
は
割
合
順
調
で
し
ょ
う
。
北

日
本
一
″
一
ぴ
北
陸
地
方
で
は
上
旬
半
ば
頃

は
割
合
高
目
に
予
想
さ
れ
ま
す
が
上
旬

末
よ
り
中
旬
末
に
か
け
て
著
し
い
低
温

が
持
続
き
す
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

匈
下
旬
は
か
な
り
の
高
温
が
期
待
さ
れ

ま
す
。
月
平
均
で
は
近
畿
、
中
国
地
方

及
び
九
州
の
や
ｖ
’
高
温
を
の
ぞ
き
、
や

A
低
温
か
ら
平
年
並
の
間
に
予
想
さ
れ

ま
す
が
北
海
道
で
は
全
般
に
や
X
低
い

か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

　

（
四
）
降
水
量
九
州
附
近
と
北
海
道

に
や
A
多
い
所
が
あ
り
、
近
畿
、
川
陰

で
は
や
A
少
い
で
し
ょ
う
。
そ
の
他
は

平
年
並
で
す
が
、
内
陸
で
は
所
に
よ
り

少
目
の
様
で
す
。
雨
は
上
旬
末
か
ら
中

句
初
め
に
多
く
又
下
旬
も
一
時
的
雨
量

は
多
い
見
込
で
す
。

　

九
月
概
況

　

（
一
）
太
Ψ
洋
高
気
圧
は
平
年
並
か
や

X
弱
く
、
下
旬
に
は
沿
海
州
、
樺
太
方

㈲
に
高
気
圧
が
現
わ
れ
本
州
南
海
上
に

前
線
が
で
き
や
す
い
。
又
台
風
が
現
わ

れ
関
東
か
ら
近
畿
地
方
に
か
け
て
上
陸

す
る
傾
向
が
見
ら
れ
ま
す
。

　

（
二
）
天
気
一
般
に
変
り
や
す
い
で

す
が
上
旬
初
め
及
び
月
半
ば
頃
は
晴
の

日
が
多
い
で
し
ょ
う
。
促
下
旬
に
は
天

気
が
ぐ
ず
つ
き
「
秋
さ
め
」
が
続
く
見

込
で
す
。

　

（
三
）
平
均
気
温
変
動
が
か
な
り
あ

り
上
旬
後
半
に
や
χ
低
温
と
な
り
、
又

下
旬
は
全
般
的
に
低
温
が
予
1
さ
れ
ま

す
。
月
平
均
で
は
北
日
本
は
や
A
低
く

そ
の
他
も
高
温
は
期
待
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

（
四
）
降
水
量
山
陰
、
北
陸
及
び
北

海
道
は
平
年
並
で
す
が
そ
の
他
は
概
し

て
多
く
、
一
時
台
風
に
よ
る
大
雨
が
降

る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

当
面
の
水
稲
緊
急

冷
害
対
策
指
導
要
領

一
、
早
稲

（
一
）
除
草
既
に
幼
穂
形
成
期
に
入

　

っ
て
お
り
、
根
を
切
る
こ
と
の
弊
害

　

が
大
き
い
か
ら
除
草
は
中
止
す
る
こ

　

と
。

（
二
）
追
肥
抑
肥
は
絶
対
に
行
わ
な

　

い
こ
と
。

二
、
中
晩
稲

（
一
）
除
草
除
草
は
早
目
に
行
い
遅

　

く
と
も
出
穂
三
十
日
前
ま
で
に
終
ら

　

せ
る
こ
と
。

（
二
）
迫
肥
申
肥
の
窒
素
は
中
止
し

　

穂
肥
ま
で
様
子
を
見
る
こ
と
。
穂
肥

　

は
天
候
不
貝
が
貝
込
ま
れ
る
か
ら
控

　

目
に
す
る
か
又
は
中
止
す
る
こ
と
。

　

（
三
）
敷
藁
昨
年
の
稲
a
ば
「
イ
モ

　

チ
病
」
に
か
か
つ
て
お
り
「
イ
モ
チ

　

病
」
の
伝
染
源
と
た
る
恐
れ
が
あ
る

　

か
ら
施
さ
な
い
こ
と
。

　

（
四
）
申
千
十
用
干
申
干
は
川
穂
三

　

十
日
前
ま
で
に
終
る
様
に
し
、
努
め

　

て
行
う
こ
と
。

三
、
イ
モ
チ
病
防
除

　

「
葉
イ
モ
チ
病
」
及
び
早
稲
の
穂
首

　

「
イ
モ
チ
病
」
の
発
生
は
6
至
で
あ

　

る
か
ら
薬
剤
を
確
保
し
、
器
具
を
黙

　

備
し
、
防
除
体
制
を
確
立
し
万
全
を

　

期
す
る
こ
と
。

（
一
）
薬
剤
「
葉
イ
モ
チ
病
」
に
は

水
銀
粉
剤
、
銅
水
銀
剤
、
銅
水
銀
水

和
剤
等
を
、
穂
首
イ
モ
チ
病
に
は
水

銀
粉
剤
、
銅
水
銀
水
和
剤
等
を
用
い

る
こ
と
。

（
二
）
防
除
法
葉
イ
モ
チ
病
は
早
期

発
見
に
努
め
病
斑
を
見
つ
け
次
第
防

除
す
る
こ
と
。

穂
首
イ
モ
チ
病
の
防
除
は
出
穂
直
前

の
撒
布
が
最
も
効
果
が
あ
る
か
ら
時

期
を
失
せ
ず
一
斉
集
団
防
除
に
努
め

る
こ
と
。

匈
、
穂
揃
期
に
更
に
一
回
撒
布
す
る

こ
と
は
効
果
的
で
あ
る
。

薬
剤
撒
布
直
後
に
降
雨
が
あ
つ
で
も

効
果
が
落
ち
な
い
か
ら
多
少
天
候
が

悪
く
て
も
敷
布
に
努
め
る
こ
と
。



大
野
市
福
祉
事
務
所

の
登
足

事
務
所
の
所
在
地
大
野
市
役
所
分
室

　
　

完
自
治
警
察
跡
）
電
話
五
〇
三
番

大
野
市
制
施
行
に
伴
い
昭
和
二
十
九
年

七
月
一
日
よ
り
、
大
野
市
福
祉
事
務
所

が
設
置
さ
れ
発
足
す
る
事
と
な
り
ま
し

た
。
今
迄
大
野
地
方
事
務
所
で
取
琲
一
つ

で
い
た
こ
の
仕
事
を
全
般
的
に
継
続
w

．
行
致
し
ま
す
。

所
務
内
容
を
大
別
し
ま
す
と
左
の
通
り

で
あ
り
ま
す
。

市
民
各
位
の
御
理
解
と
御
協
力
の
も
と

に
社
会
福
祉
に
貢
献
し
以
て
大
野
市
民

皆
々
様
の
福
利
増
進
を
念
願
す
る
も
の

一
、
で
あ
り
ま
す
。

　
　
　

　
　
　
　

記

　
　

　
　

福
祉
事
務
所
の
所
務
内
容

こ
、
生
活
保
護
法
、
児
童
福
祉
法
、
身

］
体
阿
薯
福
祉
法
、
右
三
法
に
よ
る

一
援
護
、
育
成
及
び
更
生
措
置
に
関
す

　
　

　

る
事
務
並
に
各
法
関
係
の
施
設
に
関

　
　

す
る
事
務

し
I
、
社
会
福
祉
事
業
法
、
民
生
委
員
法

　
　
　

　

の
施
竹
に
関
す
る
事
項

三
、
そ
の
他
院
生
、
福
祉
に
関
係
す
る

　
　
　
　

　

事
項

引揚者の皆さん々

あ
な
た
の
持
ち
饉
つ
た
外
地

預
金
等
が
支
払
わ
れ
ま
す

今
回
閉
鎖
機
関
令
と
在
外

令
（
昭
和
二
十
四
年
政
令

第
二
九
一
号
）
の
一
部
が

改
正
さ
れ
て
引
揚
者
の
方

や
そ
の
他
の
方
々
が
海
外

店
で
取
組
ん
だ
内
地
向
の

送
金
為
替
と
外
地
預
一
金
等

が
支
払
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

各
機
関
の
送
金
小
切
手
、
預
金
通
帳
、

そ
の
他
の
証
拠
1
類
等
（
税
関
か
ら
未

＊
｜
｜
g
n
寄
せ
て
な
い
方
は
至
急
お
取
り

寄
せ
下
さ
い
）
を
御
所
持
の
方
は
、
直

接
そ
の
清
算
事
務
所
に
債
権
申
立
書
と

一
緒
に
お
出
し
下
さ
い
。
く
は
し
い
こ

と
は
、
そ
の
清
算
事
務
所
の
外
、
五
月

二
十
五
日
以
降
六
月
八
日
ま
で
の
主
要

新
聞
に
債
権
申
立
の
公
告
が
し
て
あ
り

ま
す
。

申
出
期
日

閉
鎖
機
関
々
係

　

昭
和
二
十
九
年
十
月
十
五
日
ま
で

在
外
金
融
機
関
々
係

　

昭
和
二
十
九
年
十
一
月
三
十
日
ま
で

こ
の
期
日
ま
で
に
申
出
が
な
い
と
支
払

を
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
か
ら
御
注

意
下
さ
い
。

　

期
日
の
過
ぎ
な
い
う
ち
に

　
　
　

早
や
め
に
申
立
手
続
を

　
　
　
　
　

い
た
し
ま
し
よ
う
。

國民体育大会旗9レー入野市チーム

お
母
さ
ん
方
え

民
生
課

乳
幼
児
の
保
健
指
導
要
領

お
子
様
方
を
立
派
に
育
て
る
こ
と
は
親

と
し
て
義
務
で
も
あ
り
丈
夫
に
育
っ
も

育
て
る
も
お
母
さ
ん
方
の
育
児
に
対
す

る
知
識
と
心
づ
か
い
が
最
も
軍
要
で
あ

り
ま
す
。
本
県
に
お
け
る
乳
児
の
死
亡

率
は
全
国
で
第
六
位
と
い
う
高
位
に
あ

り
昨
年
は
九
位
と
漸
次
好
転
し
て
来
っ

て
阿
り
ま
す
が
今
後
促
一
層
努
力
を
要

す
る
の
で
あ
り
ま
す
。
こ
う
い
う
芦
味

か
ら
今
回
た
記
計
画
に
よ
り
乳
幼
児
の

保
健
指
導
と
併
せ
て
赤
ち
ゃ
ん
コ
ン
ク

ー
ル
を
実
施
す
る
事
に
な
り
ま
し
た
。

ど
う
ぞ
本
事
業
の
趣
旨
を
充
分
御
理
解

願
っ
て
是
非
御
協
力
を
お
願
い
致
し
ま

す
。

記

一
、
対
象
昭
和
二
十
七
年
七
月
一
日

　

よ
り
二
十
九
年
六
月
三
十
日
迄
出
生

　

の
乳
幼
児

二
、
検
診
の
要
領
乳
幼
児
の
結
核
、

　

ク
ル
病
、
身
体
障
害
の
発
見
と
治
療

　

及
び
栄
養
離
乳
の
指
導

三
、
赤
ち
ゃ
ん
コ
ン
ク
ー
ル

　

ー
今
回
の
一
斉
検
診
の
結
果
そ
の

　
　

優
秀
作
（
赤
ち
ゃ
ん
特
に
未
熟
児

　
　

の
芦
護
と
努
力
を
表
彰
し
て
そ
の

　
　

健
康
を
祝
福
す
る
。

　

主
催
者
福
井
県
福
井
新
聞
社

　

対
象
昭
和
二
十
八
年
中
出
生

　
　
　
　
　

の
者

　

表
彰
式
県
表
彰
十
月
中
旬

　
　
　
　

保
健
所
表
彰
十
月
中
旬

2
市
長
表
彰
各
支
所
管
内
よ
り

　

男
女
一
名
を
選
び
こ
れ
を
表
彰
す

　

る
。

　

表
彰
式
九
月
上
旬

乳
幼
児
俣
偕
指
導
日
割
表

検
診
時
間
何
れ
も
午
後
一
時
よ
り
三
時
迄

八
月
二
十
五
日

八
月
二
十
四
日

八
月
二
十
日

八
月
十
九
日

八
月
十
三
日

八
月
十
二
日

八
月
五
日

八
月
四
日

八
月
二
日

月
日
‘

有
終
南
小
学
校

有
終
西
小
学
校

富
田
小
学
校

が
土
庄
小
学
校

が
下
田
小
学
校

乾
諏
小
学
校

趨
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
r
－
―
―
－
！
－
－
―
校
下
全
区

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
‐
i
‐
‐
校
下
全
区

五
箇
支
所
同
昌
諸
聯
Ｆ

富
田
支
所
管
内
命
区

稲
郷
、
上
刻
、
東
山
、
御
給
、
友
兼
、
開
発

森
領
、
森
地
、
医
王
寺
、
下
郷
、
猪
島
、

申
据
、
下
据
、
北
御
門
、
吉
、
東
中

両
若
生
子
、
｛
｝
｝
一
即
寺
、
木
本
、
森
山
、
西
山

平
沢
、
今
井
、
佐
開
、
土
、
下
五
条
方
、

野
中

申
荒
井
、
荒
井
町
一
、
二
、
三
区
、
曙
町

上
下
串
野
、
西
市
、
庄
林
、
太
田
、
大
矢
戸

小
矢
戸
こ

新
狸
家
、
横
枕
、
堂
本
、
友
江
、
中
挟
、

申
保
、
菖
蒲
池

乾
側
支
所
管
内
命
区

参
集
剖
落

山
林
火
災
防
止
に
つ
い
て

僻
し
い
梅
雨
｛
I
も
快
よ
く
晴
れ
て
ぃ
よ

く
本
格
的
な
夏
模
様
に
な
り
気
温
は

日
に
日
に
上
昇
し
I
H
気
も
乾
燥
し
て
火

災
発
生
に
は
最
も
危
険
な
状
態
に
な
っ

て
来
ま
し
た
。
今
年
も
亦
焼
畑
や
開
墾

等
の
た
め
に
山
林
に
火
入
を
行
c
季
節

と
な
り
年
中
で
も
山
火
事
の
一
番
多
い

時
期
に
な
り
ま
し
た
。

私
達
の
一
寸
し
た
不
注
意
か
ら
叉
一
寸

し
た
油
断
か
ら
国
家
の
大
切
な
資
源
を

一
瞬
に
し
て
灰
に
す
る
様
な
事
の
な
い

様
お
互
に
注
意
致
し
ま
し
よ
う
。

た
き
火
の
不
始
末
や
た
ば
こ
の
吸
殼
等

に
因
る
山
火
事
も
少
く
あ
り
ま
せ
ん
が

火
入
の
不
注
意
に
因
る
出
火
事
が
一
番

多
い
と
磁
い
ま
す
。
皆
さ
ん
火
入
を
行

う
時
に
は
§
1
ず
左
記
の
注
意
事
項
は
厳

守
致
し
ま
し
よ
う
。

一
、
山
林
に
火
入
を
行
う
時
に
は
ら
ず

　

市
長
の
許
可
を
得
で
行
い
ま
し
よ
弓

一
、
山
林
に
火
入
を
行
う
範
囲
は
周
囲

　

一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
超
さ
な
い
こ
と

一
、
火
入
を
行
う
箇
所
の
周
囲
は
ら
ず

　

柴
草
や
塵
埃
を
除
去
し
出
来
得
れ
ぱ

　

一
メ
ー
ト
ル
巾
の
土
を
掘
返
し
て
置

　

く
こ
と

一
、
火
入
を
行
う
時
点
火
は
山
の
上
の

　

方
か
ら
行
い
順
次
下
の
方
へ
焼
い
て

　

行
く
こ
と

一
、
あ
ま
り
風
の
彊
い
時
又
は
日
没
後

　

日
出
前
は
火
入
を
行
わ
な
い
こ
と
。

一
、
残
り
火
の
始
末
は
完
全
に
け
う
こ

　

と

　
　
　
　
　
　
　

林
務
課

お
願
い

産
声
あ
げ
た
大
野
市
の
明
る
さ
の
様
に

永
ら
く
降
り
続
い
た
雨
も
か
ら
り
と
晴

れ
て
本
格
的
夏
型
の
毎
日
を
迎
え
る
様

に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

県
下
の
そ
れ
ぐ
の
都
市
は
エ
業
、
港

湾
、
あ
る
い
は
漁
業
都
市
と
し
て
発
展

し
て
い
る
が
、
ひ
と
り
大
野
市
は
大
野

盆
地
に
い
だ
か
れ
た
都
市
で
あ
っ
て
、

お
の
づ
か
ら
都
市
と
し
て
の
性
格
も
違

っ
て
い
ま
す
。
こ
の
田
園
山
村
都
市
の

生
き
方
に
そ
っ
て
振
興
を
期
さ
な
け
れ

ぱ
な
ら
な
い
の
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
大
野
市
報
も
毎
月
一
回
発
行
し
、

新
ら
し
い
ら
で
出
発
い
た
し
た
い
の
で

あ
り
ま
す
。
企
画
を
も
っ
て
ぃ
た
が
合

併
に
っ
づ
く
市
制
移
行
の
た
め
の
事
務

が
錯
綜
、
繁
忙
し
、
こ
の
音
］
気
あ
る
第

一
号
に
充
分
力
を
注
げ
な
か
っ
た
事
を

深
く
ぉ
詑
び
し
ま
す
。

第
二
号
は
八
月
十
日
頃
発
行
の
予
定
で

す
。
市
民
各
位
の
市
制
に
対
す
る
御
批

剣
、
御
意
見
並
に
か
く
れ
た
美
し
い
ニ

ュ
ー
ス
市
内
の
あ
ら
ゆ
る
ニ
ュ
ー
ス
を

一
人
で
も
多
く
御
寄
せ
下
さ
っ
て
、
御

協
力
下
さ
い
ま
す
様
お
願
い
し
ま
す
。
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